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関連す

る 

C20 

テーマ 

１．反腐敗  ２．教育  ３．環境・気候・エネルギー  ４．ジェンダー 

５．国際保健  ６．インフラ  ７．国際財政の構造  ８．労働・ビジネス・人権 

９．地域から世界へ  １０．貿易・投資  （あてはまるものに◯） 

提言の 

ポイン

ト 

G20、C20、W20で議論されているジェンダー課題を理解し、大阪、関西、日本の視点に立って検討

し、それぞれが自分の日々の暮らし、仕事、活動、地域でジェンダー解決に向けた行動を起こすこ

とに結びつける 

背景・

現状 

ジェンダーギャップ指数の順位に代表されるように、日本におけるジェンダー平等は遅々として進

んでいない。意思決定に参加する女性の少なさと、第一子誕生時に約 6割が離職するという経済的

エンパワメントを阻む雇用環境等がジェンダーギャップ指数を低く抑える最大の要因であるが、そ

の背景には性別役割分担意識に代表されるジェンダーに関する意識と固定観念が存在する。この解

決には教育、メディアを始めとする様々なセクターでの取り組みが必要だが、そうした意識と気運

は日本社会に十分に醸成されているとは言えない。 

課題・

論点 

１）ジェンダーに基づく暴力は広く日本社会に蔓延しているが、それを告発する世界的な動きであるMe Too

は日本ではさほど拡がりを見せていない。告発した女性が逆に深刻な人権侵害にさらされる現状があ

る。 
２）不安定雇用は引き続き女性に偏っていて、経済的自立が困難な女性は多く、それが DV から抜け出せ

ない理由の一つになっている。 
３）メディアにおける女性の扱いなど、ジェンダー平等に向けた意識が十分に育っているとは言えない状況

が存在する。 
４）Confidence Gapの存在等、女性自身のジェンダー意識も女性の自己肯定感に影響を与え、社会におけ

る活躍を抑制している。 
５）政治参加を通じた女性の意思決定への参加については、2018 年の法制定でいくぶんかの進展があっ

たところだが、具体的な変化につながるかは不透明である。 
６）複数のアイデンティティが交差する複合差別には、まだ十分な理解が拡がっていない。 
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提言書

作成に

向けて 

分科会のゴール： 

G20およびC20、W20でおこなわれているジェンダー関連の議論を理解し、参加者それぞれが実践

できる変革に向けた一歩を踏み出すための顔の見える関係を構築する。 

 

スケジュール： 

１）G20やC20におけるジェンダー関係の議論についての勉強会を開催し、広く参加者を募る。 

・6/1(土)…『トライセクターリーダーシップセミナー C20提言書を読み解く』 

・6/22(土)…『トライセクターリーダーシップセミナー W20提言書を読み解く』 

２）それらを踏まえ、特に大阪、関西に関係する、ジェンダー関連のいくつかの重要テーマを選ぶ。 
３）市民サミットでは、重要テーマ別に分かれるワールドカフェを実施し、参加者がそれぞれの課題を出すと

同時に意見交換をおこなう。 
４）提言の作成については、このプロセスで検討する。 
 

提案者 岸上真巳、六色かや子、三輪敦子 

賛同者 

 

 


